
Culture Square

地域の
ひろば

　

前
回
は
、
古
代
の
那
須
郡
役
所
と
古
代
政

治
の
変
遷
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

古
代
の
集
落
遺
跡
を
見
て
い
く
と
、
当
時
の

民
衆
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

那
須
地
域
の
古
代
集
落
遺
跡
を
分
析
す
る

と
、
次
の
三
つ
に
類
型
化
で
き
ま
す
。

　

Ａ
：
七
世
紀
～
八
世
紀
前
半
に
最
盛
期
を

迎
え
、
八
世
紀
後
半
に
は
縮
小
・
消

滅
す
る
集
落
。

　

Ｂ
：
八
世
紀
後
半
以
降
に
最
盛
期
を
迎
え

る
集
落
。

　

Ｃ
：
小
規
模
で
短
期
間
、
ま
た
は
断
続
的

に
存
在
す
る
集
落
。

　

Ａ
類
と
Ｂ
類
の
違
い
に
注
目
す
る
と
、
八

世
紀
後
半
頃
を
境
と
し
て
、
地
域
社
会
の
様

子
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
当
時
、
文
献
資
料
か
ら
は
、
八
世
紀

半
ば
に
田
地
の
売
買
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
田
地
を
買
い
集

め
て
財
を
成
す
人
、
田
地
を
手
放
し
て
零
落

し
て
い
く
人
な
ど
、経
済
格
差
が
顕
著
に
な
っ

て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
落
遺
跡
の
盛
衰
を
、
そ
の
よ
う
な
事
例
で

あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

文
献
に
見
え
る
事
象
と
関
連
し
て
い
る
可
能

性
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

那
須
烏
山
市
に
は
、
塩
の
製
造
・
流
通
に

関
す
る
土
器
や
大
量
の
漁
具
が
発
見
さ
れ

た
小
鍋
前
遺
跡
、
製
鉄
や
木
工
の
職
人
が

い
た
北
原
遺
跡
な
ど
、
九
世
紀
頃
に
急
成

長
す
る
集
落
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
古
代
那

須
地
域
の
産
業
は
、
農
業
だ
け
で
な
く
、

漁
業
や
手
工
業
に
も
及
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。

　

大
田
原
市
の
集
落
遺
跡
は
、
詳
細
に
発

掘
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
の
で
す
が
、

川
西
小
学
校
遺
跡
か
ら
、
九
世
紀
後
半
の

や
や
規
模
の
大
き
な
竪
穴
住
居
跡
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
の
規
模
が
広
が
れ

ば
、
大
田
原
市
の
古
代
地
域
社
会
の
様
子

が
、
さ
ら
に
分
か
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料

館
で
は
、
集
落
遺
跡
の
変
遷
に
関
す
る
調

査
結
果
の
一
部
を
特
別
展
の
中
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

古
代
那
須
地
域
の
集
落
遺
跡

川西小学校遺跡出土の鉄製鋤先

※展示はしていません
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な
す
風
土
記
も
の
が
た
り
⑩

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館
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那
須
与
一
伝
承
館
通
信

　

本
状
は
那
須
家
に
伝
来
し
た
大
田
原
晴
清
等
の
加

増
に
関
す
る
覚
で
す
。

　

慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）の
大
田
原
晴
清（
一
五
六
七

～
一
六
三
一
）と
そ
の
重
じ
ゅ
う

臣し
ん

大お
お

谷た
に

甚じ
ん

太た

郎ろ
う（

？
～
？
）お

よ
び
大お
お

谷た
に

源げ
ん

左ざ

衛え

門も
ん（
？
～
？
）の
加
増
に
つ
い
て
の

覚
書
で
す
。
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
際
し
て
、

大
田
原
氏
を
初
め
と
す
る
那
須
衆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大

田
原
城
や
黒
羽
城
に
立
て
籠
も
り
、
陸む

奥つ
の

国く
に

会あ
い

津づ
（
現

在
の
福
島
県
会
津
若
松
市
）の
上う
え

杉す
ぎ

景か
げ

勝か
つ（

一
五
五
六

～
一
六
二
三
）の
軍
勢
に
よ
る
白し
ら

河か
わ（

福
島
県
白
河
市
）

方
面
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
ま
し
た
。
こ
の
働
き
に
よ

り
、
晴
清
は
徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す（
一
五
四
三
～
一
六
一
六
）か

ら
本
地（
元 

々
の
領
地
）七
千
百
十
石
に
加
え
て
、
慶

長
五
年
に
八
百
石
、
同
七
年
に
三
千
二
百
石
の
加
増

を
受
け
て
、
計
一
万
一
千
百
十
五
石
を
領
有
す
る
大

名
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
大
田
原
氏
の
重
臣
で
あ
っ

た
大
谷
甚
太
郎
と
大
谷
源
左
衛
門
の
両
名
も
、
そ
れ

ぞ
れ
五
百
石
ず
つ
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績
に
よ
っ
て
、
大
田
原
氏
は
大

名
と
し
て
の
地
歩
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま

す
。

［
翻
刻
］

慶
長
七
年
従
／
権（
徳
川
家
康
）

現
様
那
須
一
統
御
加
恩
／
之
節
、

　
　
　
　
　
　
　

大
田
原
備
前
守
晴
清

一
、七
千
百
十
石
者　

本
地

一
、八
百
石
者　
　
　

去
々
年
御
配
当

一
、三
千
二
百
石
ハ　

此
度
御
加
増

　
　
　

合
壱
万
千
百
拾
五
石

一
、五
百
石
者　
　
　

大
谷
甚
太
郎

一
、五
百
石
者　
　
　

大
谷
源
左
衛
門

　
　
　
　

以
上

［
現
代
語
訳
］

慶け
い

長
ち
ょ
う

七し
ち

年ね
ん（

一
六
〇
二
）に
権ご
ん

現げ
ん

様さ
ま（

徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

）よ
り

那な

須す

一い
っ

統と
う

に
対た
い

し
て
御ご

加か

増ぞ
う

の
折お
り

、

　
　
　
　
　
　
　

大お
お

田た

原わ
ら

備ひ

前
ぜ
ん
の

守か
み

晴は
る

清き
よ

。

一ひ
と
つ、

七な
な

千せ
ん

百
ひ
ゃ
く

十じ
っ

石こ
く

は
、
本ほ
ん

地ち
（
元も
と

々も
と

の
領
り
ょ
う

地ち

）で
あ
る
。

一ひ
と
つ、

八は
っ

百
ぴ
ゃ
っ

石こ
く

は
、
一い
っ

昨さ
く

年ね
ん

の
御ご

配は
い

当と
う

で
あ
る
。

一ひ
と
つ、
三さ
ん

千ぜ
ん

二に

百
ひ
ゃ
っ

石こ
く

は
、
こ
の
度た
び

の
御ご

加か

増ぞ
う

で
あ
る
。

　
　
　

合あ
わ

せ
て
一い
ち

万ま
ん

千せ
ん

百
ひ
ゃ
く

十
じ
ゅ
う

五ご

石こ
く

で
あ
る
。

一ひ
と
つ、

五ご
ひ
ゃ
っ
こ
く

百
石
は
、
大お
お

谷た
に

甚じ
ん

太た

郎ろ
う（

に
対た
い

し
て
）で
あ
る
。

一ひ
と
つ、五ご
ひ
ゃ
っ
こ
く

百
石
は
、大お
お

谷た
に

源げ
ん

左ざ

衛え

門も
ん（
に
対た
い

し
て
）で
あ
る
。

　
　
　
　

以い

上じ
ょ
う。

㊷
大お
お

田た

原わ
ら

晴は
る

清き
よ

等ら

の
加か

増ぞ
う

に
関か
ん

す
る
覚
お
ぼ
え

大田原晴清等の加増に関する覚
（那須家蔵・当館寄託）



　現在、企画展「森の生きものたち」を開催しています。
その中から特徴的な展示品を、資料をもとに紹介しま
す。（企画展は 12月６日（日）まで開催）

○樹齢 180 年「モミの木の年輪」
　このモミの木は、宇都宮市の日光街道沿いにあり、
博物館に寄贈されたものです。調査の結果樹齢 180 年
と判明し、江戸・明治・大正・
昭和の時代を生きぬいたこと
になり、多くの人々と出会い
と別れを見てきたことでしょ
う。膨大な「時間の流れを凝縮
した年輪」からのメッセージを
感じてみてはいかがでしょう
か？

○ツキノワグマ
　本州でよく見られるクマで、
木の芽や実、ハチミツなどい
ろいろなものを食べる雑食性
です。秋にはドングリを食べ
るために木にも登ります。開
発などにより生息数も減って
いますが、農作物・家畜への
被害も発生しています。

○驚きの「キノコ」
　鮮紅色をしたヒトデのよう
な形をした大変珍しいキノコ
で、県内では数カ所で確認さ
れ、最近大田原市でも見られ
ました。夏から秋にかけて雑
木林に投棄されたおがくずな
どに発生します。

☆★「モリタリウム」（森空間）完成！★☆
　自然観察館は、福原丘陵の森林にあり、スギを中心に、
クヌギ、エノキなどの見事な混合林を形成しています。
大田原にはこのような豊かな森や林が多くあります。
これらの森林は先人が残してくれた財産であるばかり
でなく、昆虫や動物などのす
みかであり、人々にも安らぎ
を与えてくれています。そん
な身近な森への関心を高めて
いただくためにモリタリウム
を設置しました。親子で自然
の四季の変化をご覧ください。

◎クラフト教室への参加者募集！
　尾田治徳先生による楽しいクラフト教室「クワガタ・
カブトムシをつくってみよう」を開催します。
日時…11月 21日（土）午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場所…木竹館
定員…20名（小学生以上）（定員になり次第締切）
持ち物…材料代１人 100円・ハサミ・のり
申込方法…11月 17 日（火）までにふれあいの丘自然観
察館に電話で申し込み。

自然観察館だより
ふれあいの丘 （28）3251　　http://kansatukan.jp/

■イベント情報■
【双眼鏡で秋の星空を見よう】
日時…11 月 14日（土）　午後６時～８時
　　　（曇天・雨天時は、終了時刻が早まります。）
場所…大田原市ふれあいの丘天文館
内容…秋の星座の見かたを解説し、双眼鏡を用いて恒星
や星雲・星団等を観望します。双眼鏡を使うと、肉眼で
眺めるよりも多くの星を見つけることができ、いかにも
宇宙を覗いている感じがして楽しいものです。

左より、「アンドロメダ銀河」、「М 13」、「すばる」
【　写真はイメージです　】

対象…一般（中学生以下は保護者同伴）
参加費…小中学生１名 100円、大人１名 300円
定員…定員 15名（中学生以下の同伴の保護者も含む）、
先着順で定員になり次第締め切らせていただきます。
申込方法…電話で天文館まで申し込み。

■ 11 月の天文情報■
【アルデバランと月の接近、アルデバラン食】

　11月 26日（木）、月がおうし座の 1等星アルデバラ
ンを隠す「アルデバラン食」が起こります。出現は九州
の一部を除くほぼ日本全国で見られますが、潜入が見
られるのは関東以北に限られます。ただし、潜入や出
現が見られる地域でも、月やアルデバランが低い位置
にある時間帯の現象なので、肉眼での観察は難しいか
もしれません。観察には、望遠鏡や双眼鏡を使ったほ
うがよいでしょう。

☆☆　天文館利用について　☆☆
　秋も深まり、夜には、星空がよく見えるようになり
ます。今年の夕方は、なじみの惑星を観望できる機会
がなく残念ですが、晴天の時は、彼方にかすかに輝く
星雲や星団を見つけることもできます。ただ、夜は寒
くなりますので、冬支度で来館くださると安心です。

天文館だより
ふれあいの丘

http://www.fureai-tenmonkan.jp/（28）3254
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大田原図書館から
のお知らせ

那須野が原ハーモニーホール http://www.nasu-hh.com/（24）0880　　

チケット発売情報　Ticket sale Information

近日開催

● ジュニアオーケストラ・ワークショップ
 第２回定期発表会
日時…平成 28 年２月７日（日）　午後２時開演
会場…大ホール
チケット…全席自由　200 円
未就学児～中学生無料（要入場券）

【指揮】小森康弘
♪友の会優先予約：11 月５日（木）午前９時～電話のみ
♪一般発売　　　：11 月７日（土）

【大田原図書館おはなしコーナー】

日時…11 月 15 日（日）、12 月 6 日（日）午後２時～３時　　　　　　　　　　　　　
■ピノキオおはなし会

日時…12 月 13 日（日）午後２時～３時
■子どものつどい　≪出演：ガールスカウト≫

　こんにちは。大田ワラオです。
　最近寒くなってきていますが、皆さんは風
邪の予防はされていますか？ うがい手洗いは
もちろん、野菜や魚を食べて免疫力アップも
効果的ですよ！

大田原図書館　　（23）4560　通年 9:00 ～ 19:00
黒羽図書館　　　（59）0855　平日 9:30 ～ 18:30　土日祝 9:30 ～ 17:30
湯津上図書室　　（98）7037　平日 9:00 ～ 17:00　土日祝 9:00 ～ 17:00
※休館日は生活カレンダーをご覧ください

● 那須野が原フラダンスのクリスマス
日時…12 月 15 日（火）、16 日（水）午後６時 30 分開演　
会場…第 1 ギャラリー
チケット…全席自由　200 円（未就学児無料）

【出演】エレガント・フラ・ハラウ・オ・フジヌマ
♪一般発売：11 月 15 日（日）
♪電話予約：11 月 16 日（月）
※初日のチケットは、１人４枚まで購入可能です。

● 第 21 回那須野が原美術展
日時…12 月５日（土）～８日（火）午前 10 時～午後４時

（最終日午後３時まで）
会場…第１・２ギャラリー、交流ホール
※入場無料

日時…11 月 25 日（水）午後４時～４時 30 分
■ゆうやけこやけの会

【黒羽図書館２階視聴覚室】

日時…12 月 13 日（日）午前 11 時～
内容…絵本読み聞かせ・紙しばい・人形劇・ブラックパネル
シアターなど。当日はサンタさんが遊びに来ます！
みんなへプレゼントもあるよ♪

■コアラおはなし会≪クリスマス会≫

● クリスマス・コンサート
日時…12 月 18 日（金）　午後６時 30 分開演
会場…第 1 ギャラリー
チケット…全席自由　200 円（未就学児無料）

【出演】
オカリナの風 “ くろばね ”
那須野が原少年少女合唱団
マットー井上と仲間たち
JJ and Friends
JJ Band
アジア学院　MINNGOS
♪一般発売：11 月 15 日（日）
♪電話予約：11 月 16 日（月）

● 那須野が原少年少女合唱団 第 38 回定期演奏会
日時…平成 28 年２月 21 日（日）　午後２時開演
会場…大ホール
チケット…全席自由　200 円
※未就学児～中学生無料（要入場券）

【指揮】佐藤綾
【ソプラノ】藤田和恵
【オルガン】ジャン＝フィリップ・メルカールト
【ピアノ】小瀧晴美

♪友の会優先予約：11 月 19 日（木）午前９時～電話のみ
♪一般発売　　　：11 月 21 日（土）

● ～邦楽への誘い Vol.2 ～
箏の調べ
日時…平成 28 年１月 30 日（土）　午後１時 30 分開演
会場…小ホール
チケット…全席自由　大人 1,000 円（友の会 900 円）
　　　　　　子ども・学生　500 円（３歳～大学生）
※３歳未満の入場はお断りします。

【出演】鈴木恭子　他
♪友の会優先予約：11 月 26 日（木）午前９時～電話のみ
♪一般発売　　　：11 月 28 日（土）

● ～邦楽への誘い Vol. ３～
お囃子と和太鼓の競演
日時…平成 28 年１月 30 日（土）午後５時 30 分開演
会場…小ホール
チケット…全席自由　大人 1,000 円（友の会 900 円）
　　　　　　子ども・学生　500 円（3 歳～大学生）
※ 3 歳未満の入場はお断りします。

【出演】与一太鼓、与一太鼓お囃子部
♪友の会優先予約：11 月 26 日（木）午前９時～電話のみ
♪一般発売　　　：11 月 28 日（土）

☆第 11 回　おはなしフェスティバル
日時…11 月 29 日（日）午前 10 時～午後３時 30 分
会場…トコトコ大田原２階子ども未来館　親子レクリエー
ションルーム１・２
出演…読書会とんぼ（午前 10 時～ 11 時）
　　　ガールスカウト（午前 11 時～正午）
　　　ピノキオおはなし会（午後１時 30 分～３時 30 分）
内容…かみしばい・パネルシアター・人形劇・読み聞かせ・
工作など

☆「おたのしみ ! クリスマス人形劇とおはなし会」
日時…12 月 12 日（土）午前 11 時～正午
会場…トコトコ大田原３階　視聴覚室
講師…アトリエびっき　加藤美智子先生
内容…パネルシアター・うたあそび・人形劇

≪大田原図書館／湯津上図書室　臨時休館のお知らせ≫
　館内蔵書点検のため、12 月７日（月）～ 10 日（木）
まで臨時休館いたします。

2015.11 26


	p24
	p25
	p26

